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小
水
力
・
バ
イ
オ
マ
ス

店舗の右側にあるのがバイオマス発電システム

▶
赤
坂
山
発
電
所
の
水
車
発
電
機

グ
リ
ー
ン
電
力
、
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
を
夢
見
る

千
葉
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
准
教
授

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座
代
表
理
事

佐
藤
建
吉

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
㉘

「
グ
リ
ー
ン
電
力
」
の
拡

大
に
期
待
し
た
い
。
今
年
４

月
か
ら
は
電
力
小
売
事
業
の

全
面
自
由
化
が
開
始
さ
れ
る

と
い
う
が
、
私
の
関
心
は
、

電
気
の
中
身
で
あ
る
。
電
力

小
売
事
業
は
、
そ
の
概
念
と

し
て
は
、
色
々
の
発
電
会
社

か
ら
の
電
気
を
購
入
し
て
（
仕

入
れ
て
）、
そ
れ
を
小
売
り
事

業
者
の
ブ
ラ
ン
ド
の
「
電
気
」

と
し
て
、
だ
れ
に
で
も
相
手

（
い
わ
ゆ
る
需
要
家
・
消
費

者
）
を
問
わ
ず
販
売
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
一
般

の
商
品
と
同
じ
よ
う
に
電
気

が
商
取
引
さ
れ
る
こ
と
で
、

資
本
主
義
で
基
本
的
な
自
由

裁
量
の
電
力
市
場
が
日
本
に

も
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。

前
回
の
本
コ
ラ
ム
で
は
、

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
の
受
容
に

関
す
る
個
性
と
し
て
、
商
品

を
提
供
す
る
メ
ー
カ
ー
側
と

選
択
購
入
す
る
消
費
者
側
の

価
値
へ
の
こ
だ
わ
り
な
ど
に

つ
い
て
述
べ
た
。
文
中
に

「
選
択
と
集
中
」
や
「
ブ
ラ

ン
ド
」、
あ
る
い
は
「
意
志

あ
る
選
択
」
や
「
創
造
と
共

有
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を

書
き
散
ら
し
た
が
、
こ
の
電

力
自
由
化
の
市
場
デ
ザ
イ
ン

や
、
購
入
す
る
電
気
の
選
択

な
ど
に
お
け
る
行
動
こ
そ

が
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
の
選

択
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

い
ま
、
電
力
小
売
事
業
者
も

電
気
消
費
者
も
、
こ
れ
を
や

っ
と
辿
り
着
い
た
大
改
革
へ

の
好
機
と
し
て
上
手
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
電

力
や
電
気
の
小
売
事
業
者
の

「
自
社
ブ
ラ
ン
ド
」
化
と
、

消
費
者
の
「
自
家
ブ
ラ
ン

ド
」
化
こ
そ
が
、「
意
志
あ

る
選
択
」
と
し
て
問
わ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
ず
、
①

電
源
構
成
の
割
合
、
②
発
電

元
の
明
示
、
③
小
売
事
業
者

の
性
格
、
④
価
格
な
ど
が
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
の
特
質
で
は

な
い
か
と
思
う
。

私
た
ち
の
日
常
の
暮
ら
し

で
は
、
水
や
米
、
野
菜
や
肉

魚
な
ど
、
口
に
す
る
も
の
に

対
す
る
安
全
安
心
が
叫
ば
れ

て
い
る
。
同
じ
く
暮
ら
し
や

生
産
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る

「
電
気
」
も
、
そ
の
生
産
地

と
中
身
が
明
示
さ
れ
、
見
え

る
化
・
分
か
る
化
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
電
気
の
ブ
ラ

ン
ド
化
へ
の
第
一
歩
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。
電
気
の
場
合

も
、
食
品
等
の
前
例
に
倣
い

体
系
化
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん

で
い
る
。

自
由
化
の
目
的
は
、
市
場

を
開
放
し
透
明
化
し
、
持
続

可
能
な
社
会
を
先
導
す
る
こ

と
に
あ
る
と
い
え
る
が
、
化

粧
箱
も
な
く
額
面
上
の
販
売

商
品
で
あ
る
電
気
で
、「
ブ

ラ
ン
ド
化
さ
れ
た
電
気
」
と

は
、
何
色
で
あ
ろ
う
か
。
濃

い
グ
リ
ー
ン
？
無
色
透
明
の

ク
リ
ー
ン
？

あ
る
い
は
ホ

ワ
イ
ト
？

ま
ず
、「
グ
リ

ー
ン
」

は
、
日
本
ば
か
り
で
な
く
世

界
的
に
も
合
意
さ
れ
て
い
る

色
味
で
あ
る
と
い
え
る
。「
グ

リ
ー
ン
＝
緑
」
は
、
自
然

（
ナ
チ
ュ
ナ
ル
）
の
体
現
で
最

も
ふ
さ
わ
し
い
色
（
色
彩
）

で
あ
る
と
い
え
る
。
世
界
的

な
変
革
を
つ
く
り
出
し
た
「
緑

の
党
」
と
い
う
政
党
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
精
神
的
な

「
緑
」
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
グ
リ
ー
ン
ポ
リ
テ
ッ

ク
ス
に
も
と
づ
く
だ
ろ
う
。

環
境
保
護
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
、

持
続
可
能
性
な
ど
を
表
象
す

る
色
味
と
し
て
、
緑
＝
グ
リ

ー
ン
は
、
合
意
形
成
さ
れ
て

い
る
。「
グ
リ
ー
ン
プ
レ
ミ

ア
ム
」
と
し
て
価
値
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
国
内
で
も
、

「
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
」
な

ど
に
命
名
さ
れ
、
エ
コ
に
は

な
じ
み
あ
る
色
味
で
あ
る
。

次
に
「
ホ
ワ
イ
ト
」
は
、

純
粋
で
汚
さ
れ
て
い
な
い
、

綺
麗
で
無
垢
な
イ
メ
ー
ジ
を

伝
え
て
く
れ
る
。
が
、
ホ
ワ

イ
ト
は
、
そ
の
後
に
別
の
色

味
に
影
響
さ
れ
や
す
い
弱
み

も
あ
る
。
こ
の
影
響
を
完
全

に
拭
い
去
っ
た
極
限
は
、

「
ク
リ
ア
」
と
い
う
透
明
と

い
う
境
地
で
あ
る
。

少
し
色
味
と
は
異
な
る
が
、

「
ク
リ
ー
ン
」
は
、
そ
う
し

た
ホ
ワ
イ
ト
や
ク
リ
ア
を
、

少
し
緩
和
し
た
価
値
を
も

つ
。
き
れ
い
さ
や
美
し
さ
で

あ
り
、「
ク
リ
ー
ン
電
力
」

「
き
れ
い
な
電
気
」
と
な
る
。

電
気
は
、
や
は
り
力
強
く

も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
電

Column

気
の
送
電
、
そ
し
て
電
力
と

し
て
は
、
３
相
交
流
が
普
通

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
電
圧

や
電
流
が
１
２
０
度
の
角
度

（
位
相
）
を
変
え
て
流
れ
て

い
る
が
、
各
相
に
は
Ｕ
Ｖ
Ｗ

な
ど
と
記
号
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
。
規
格
で
は
、
第
１
相

（
Ｕ
）
は
赤
、
第
２
相
（
Ｖ
）

は
白
、
第
３
相
（
Ｗ
）
は
青

と
な
っ
て
い
る
。
Ｕ
Ｗ
Ｖ
は

色
の
記
号
で
は
な
い
が
、
赤

白
青
は
、
加
法
混
色
す
る
と

緑
と
な
る
。

グ
リ
ー
ン
は
私
も
好
き
な

色
で
あ
る
が
、
色
の
好
き
嫌

い
は
国
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。

中
国
で
も
緑
色
食
品
や
緑
色

能
源
（
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
）
な
ど
に
用
い
ら
れ
、
グ

リ
ー
ン
に
は
合
意
が
得
ら
れ

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

２
０
０
９
年
８
月
に
バ
ン

グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
を
訪
ね
た

こ
と
が
あ
る
。
首
都
の
ダ
ッ

カ
で
も
停
電
が
頻
繁
に
起
こ

っ
て
い
た
。
南
の
コ
ッ
ク
ス

バ
ザ
ー
ル
の
沖
合
に
あ
る
ク

ツ
ブ
デ
ィ
ア
島
で
は
、
風
力

発
電
で
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
を

形
成
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て

い
た
。
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ

ュ
の
国
旗
は
、
日
本
の
日
の

丸
に
似
て
お
り
緑
地
に
赤
丸

と
な
っ
て
い
る
。
白
地
が
緑

地
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い

る
。
４
月
か
ら
の
電
力
自
由

化
で
、
グ
リ
ー
ン
電
力
の
電

源
構
成
を
高
め
る
民
意
と
そ

れ
に
向
か
う
商
習
慣
が
創
ら

れ
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

姫
路
市
に
モ
デ
ル
店
舗
オ
ー
プ
ン

低
濃
度
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
発
電
シ
ス
テ
ム

コ
ン
ビ
ニ
初
、バ
イ
オ
マ
ス
発
電

宮
古
島
で
、
日
立
と
地
元
が
共
同
開
発

県内初となる200kW級の
小水力発電所、浄水場で運開

ロ
ー
ソ
ン

新潟県柏崎市

新
潟
県
柏
崎
市
は
２
月
１

日
、
東
京
電
力
子
会
社
の
東

京
発
電
と
共
同
事
業
で
建
設

を
進
め
て
き
た
「
赤
坂
山
発

電
所
」
が
、
同
市
内
赤
坂
山

浄
水
場
の
構
内
で
運
転
を
開

始
し
た
と
発
表
し
た
。
発
電

出
力
は
１
９
８
㌗
、
年
間
予

定
発
電
量
は
一
般
家
庭
３
０

０
世
帯
分
に
相
当
す
る
86
万

㌗
時
。

柏
崎
市
は
施
策
の
柱
の
一

つ
に
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
活
用
の
推
進
」
を
掲
げ
、

低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
い
る
。
今
回
の
小
水
力

発
電
事
業
は
こ
の
施
策
に
沿

っ
た
も
の
だ
。
同
市
は
２
０

１
４
年
、
赤
坂
山
浄
水
場
で

小
水
力
発
電
を
行
う
事
業
者

を
公
募
し
た
。
審
査
の
結

果
、
水
力
発
電
所
運
営
の
豊

コ
ン
ビ
ニ
大
手
の
ロ
ー
ソ

ン
は
２
月
５
日
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
環
境
配
慮
型
モ
デ
ル
店
舗

「
ロ
ー
ソ
ン
夢
前
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
前
店
」
を
兵
庫
県

姫
路
市
に
開
店
さ
せ
た
。
こ

の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
よ
り

既
存
店
舗
の
消
費
電
力
の
約

20
％
に
当
た
る
年
間
３
万
６

０
０
０
㌗
時
相
当
の
電
力
を

賄
う
。
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
シ

ス
テ
ム
の
導
入
は
、
コ
ン
ビ

ニ
業
界
で
は
初
め
て
の
試
み

だ
。同

社
は
２
０
０
８
年
よ
り

太
陽
光
発
電
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

な
ど
を
積
極
的
に
導
入
し
、

環
境
に
配
慮
し
た
モ
デ
ル
店

舗
を
オ
ー
プ
ン
し
て
き
た
。

姫
路
市
の
新
店
舗
で
は
、
ロ

ー
ソ
ン
店
舗
で
揚
げ
物
調
理

後
に
排
出
さ
れ
る
植
物
性
廃

油
の
一
部
を
工
場
で
加
工
し

て
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

に
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
店
舗
の

隣
に
設
置
し
た
発
電
機
の
燃

料
と
し
て
再
使
用
す
る
。
植

物
由
来
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
は
燃
焼
し
て
も
Ｃ
Ｏ
２

を
増
や
さ
な
い
た
め
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
る
。

同
店
で
は
、
ほ
か
に
も
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
12

の
創
エ
ネ
設
備
・
省
エ
ネ
施

策
を
導
入
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
店
舗
屋
根
上
に
は
12
㌗

相
当
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設

置
。
発
電
し
た
電
力
の
う
ち

10
㌗
相
当
は
売
電
し
、
２
㌗

相
当
は
店
舗
で
使
う
。
ま

た
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
直
射

日
光
を
遮
る
こ
と
で
、
外
壁

面
の
温
度
上
昇
を
抑
制
す
る

た
め
省
エ
ネ
効
果
も
期
待
で

き
る
と
い
う
。

売
場
天
井
に
設
置
し
た

「
放
射
パ
ネ
ル
空
調
」
は
ロ

ー
ソ
ン
初
の
導
入
で
、
物
質

の
表
面
へ
効
果
的
に
熱
を
伝

え
る
こ
と
で
快
適
性
と
空
調

効
率
を
向
上
さ
せ
る
。
ま

た
、
断
熱
性
能
の
高
い
材
料

で
基
礎
と
外
壁
を
断
熱
す
る

こ
と
で
建
物
の
断
熱
性
能
を

向
上
さ
せ
、
店
内
へ
の
熱
負

荷
を
軽
減
す
る
。
さ
ら
に
店

舗
の
照
明
器
具
は
す
べ
て
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
使
用
し
、
天

候
に
合
わ
せ
て
光
の
明
暗
を

調
整
す
る
こ
と
で
消
費
電
力

を
抑
制
す
る
。

こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
従
来
の
店
舗
に
比
べ

大
幅
に
消
費
電
力
量
を
削
減

で
き
る
。
同
社
で
は
、
外
部

調
達
す
る
電
力
量
を
過
去
最

大
と
な
る
67
・
９
％
削
減

（
２
０
１
０
年
度
対
比
）
で

き
る
見
込
み
だ
と
い
う
。

富
な
実
績
と
経

験
、
資
金
調
達

な
ど
の
観
点
か

ら
の
東
京
発
電

が
選
定
さ
れ
た
。

今
回
の
共
同

事
業
で
は
、
東

京
発
電
が
事
業

主
体
と
な
り
、

市
か
ら
水
力
と

発
電
所
の
設
置

場
所
の
提
供
を

受
け
、
建
設
・

運
転
・
保
守
を

担
う
。
発
電
し

た
電
力
は
固
定

価
格
買
取
制
度

を
利
用
し
て
東
京
発
電
が
電

力
会
社
に
売
電
す
る
。
市
は

未
使
用
だ
っ
た
水
力
で
発
電

で
き
る
ほ
か
、
売
電
収
入
の

う
ち
年
間
４
３
８
万
６
０
０

０
円
の
納
付
金
と
使
用
料
を

合
わ
せ
て
約
４
８
５
万
円
の

収
入
が
見
込
め
る
。
発
電
量

が
想
定
値
を
上
回
っ
た
場
合

に
は
、納
付
金
は
増
額
す
る
。

発
電
に
利
用
す
る
水
は
水

源
と
な
っ
て
い
る
赤
岩
ダ
ム

か
ら
赤
坂
山
浄
水
場
ま
で
約

１
１
０
㍍
の
高
低
差
で
流
れ

て
く
る
。
こ
の
う
ち
小
水
力

発
電
に
利
用
で
き
る
有
効
落

差
は
80
㍍
。
こ
の
水
を
利
用

し
、
円
筒
ケ
ー
シ
ン
グ
・
イ

ン
ラ
イ
ン
型
フ
ラ
ン
シ
ス
水

車
を
回
転
さ
せ
て
発
電
す
る
。

同
市
ガ
ス
水
道
局
に
よ
る

と
、
上
水
道
施
設
の
小
水
力

発
電
で
高
低
差
が
１
０
０
㍍

を
超
え
る
設
備
は
全
国
で
も

珍
し
く
、
ま
た
発
電
出
力
が

１
０
０
㌗
を
超
え
る
小
水
力

発
電
所
は
新
潟
県
内
初
と
い

う
。

日
立
製
作
所
と
沖
縄
県
宮

古
島
市
の
宮
古
島
新
産
業
推

進
機
構(

Ｍ
Ｉ
Ｉ
Ａ)

は
２
月

８
日
、
40
％
の
低
濃
度
バ
イ

オ
エ
タ
ノ
ー
ル
燃
料
で
発
電

す
る
高
効
率
な
発
電
シ
ス
テ

ム
を
試
作
し
た
と
発
表
し

た
。
こ
れ
ま
で
主
に
自
動
車

燃
料
に
利
用
さ
れ
て
き
た
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
用
途
を

発
電
分
野
へ
と
広
げ
る
も
の

と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

米
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
欧

州
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で

は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
な
ど
の
農
作
物
を
発

酵
さ
せ
、
蒸
留
、
脱
水
、
濃

縮
の
工
程
を
繰
り
返
し
て
生

成
さ
れ
る
濃
度
90
％
以
上
の

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
燃
料
を

自
動
車
ガ
ソ
リ
ン
混
合
用
の

燃
料
と
し
て
利
用
し
て
い

る
。
今
後
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ

ー
ル
燃
料
の
用
途
を
拡
大
し

て
い
く
た
め
に
は
、
危
険
物

と
し
て
扱
う
必
要
が
な
い
60

％
未
満
の
低
濃
度
の
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
で
稼
働
す
る
エ

ン
ジ
ン
技
術
と
、
低
濃
度
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
効
率
的

に
製
造
す
る
技
術
の
開
発
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

日
立
と
Ｍ
Ｉ
Ｉ
Ａ
は
低
濃

度
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
用

い
た
発
電
シ
ス
テ
ム
の
開
発

に
取
り
組
み
、
日
立
は
40
％

の
低
濃
度
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
を
用
い
て
発
電
す
る
高
効

率
な
エ
ン
ジ
ン
技
術
、
Ｍ
Ｉ

Ｉ
Ａ
は
こ
れ
に
用
い
る
バ
イ

オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
効
率
的
に

製
造
す
る
技
術
を
開
発
し
た
。

日
立
の
技
術
は
、
低
濃
度

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
と
水
素

を
混
合
し
て
圧
力
の
高
い
状

態
で
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
、

効
率
的
に
動
力
を
生
み
出
す

エ
ン
ジ
ン
技
術
だ
。
40
㌗
の

発
電
シ
ス
テ
ム
で
実
証
実
験

を
行
っ
た
結
果
、
45
％
の
動

力
変
換
効
率
が
得
ら
れ
た
。

Ｍ
Ｉ
Ｉ
Ａ
は
宮
古
島
産
サ

ト
ウ
キ
ビ
由
来
の
発
酵
効
率

が
低
い
廃
糖
蜜
を
原
料
と
し
、

発
酵
条
件
を
最
適
化
す
る
こ

と
で
、
低
濃
度
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
燃
料
を
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
製
造
す
る
技
術
を
開
発

し
た
。
ま
た
、
蒸
留
に
要
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
約
60
％
削

減
す
る
こ
と
に
も
成
功
し
た
。

発
酵
と
蒸
留
プ
ロ
セ
ス
そ
れ

ぞ
れ
の
効
率
化
に
よ
り
、
従

来
方
法
で
低
濃
度
バ
イ
オ
エ

タ
ノ
ー
ル
を
製
造
す
る
場
合

に
比
べ
、
約
40
％
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
削
減
を
達
成
し
た
。

日
立
と
Ｍ
Ｉ
Ｉ
Ａ
は
今

後
、
発
電
シ
ス
テ
ム
の
大
規

模
化
を
図
っ
て
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
の
削
減
効
果
が
大
き
い
地

域
分
散
型
発
電
を
目
指
す
。


